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	○職業（または所属団体）一般財団法人林業経済研究所

	１．意見対象箇所（該当する項目を数字にて御記入ください。なお、項目及び記載例は意見募集要領を御確認ください。）⑤

	２．意見の概要　
一次供給エネルギーの中でバイオマスエネルギーを重視する姿勢は、賛同するが、供給源を明確にし、持続可能な森林経営と両立する確かな展望を示すべきである。

	３．意見及び理由
今回の原案は、5月に公表された長期エネルギー需給見通しが前提となっており、2030年のエネルギー需要を326百万klとして、一次供給エネルギーの中で再生エネルギーを13-14％、電源構成比としては再生可能エネルギーが22-24％その中で、バイオマスを3.7-4.6％、394-490億kWhとしている。（温室効果ガス削減目標積み上げに用いたエネルギーミックス）

この数値は、エネルギーミックスを検討していた、総合エネルギー調査会の長期エネルギー需給小委員会の第４回小委員会（今年３月）で提出された、「再生可能エネルギー各電源の導入の動向について」に記載された、バイオマス発電用バイオマスの見込みより大幅に多くなっている。
今後のエネルギーの供給源を検討する場合、木質エネルギーを含むバイオマスエネルギーを国が重視する姿勢は、大変重要ことであり基本的賛同するものである。
バイオマスエネルギーのうち重要な要素となる木質バイオマスエネルギーについては、その供給源の見込みを明確にし、輸持続可能な森林経営と両立する明確な展望を示すべきである。


	１．意見対象箇所（該当する項目を数字にて御記入ください。なお、項目及び記載例は意見募集要領を御確認ください。）③、⑥（７）

	２．意見の概要　
2013年度排出量の2.0%に当たる2780万t-CO2の量を森林吸収源対策により確保することを目標としているが、この数値を確保するためは、安定的な財源確保が必要であり、そのことを明記すべきである。

	３．意見及び理由
原案では温室効果ガスの吸収源として2013年度排出量の2.0%に当たる2780万t-CO2の量を森林吸収源対策により確保することを目標とし、その前提として森林林業対策の推進による温室効果ガス吸収源対策を推進する、としている。
各国が温暖化対策のために、あらゆる資源を動員して努力する姿勢を示すことは重要なことであり、国土の7割を森林が占める我が国が森林吸収源の役割に着目して最大限の目標を立てることし賛同する。
積算の前提条件として、森林等の吸収源活動による吸収量は、「引き続き京都議定書と同様の計上方法により算定する」（本文前提条件方法論）されていることから、間伐などの手入れが行われたところの森林の吸収量を積算しているものと思われるが、間伐の推進による森林の整備は、温暖化対策だけでなく、国土の保全や水源の涵養、山村の活性化や地方創生、循環型社会の実現にも貢献するところである。
森林吸収源対策・木材利用対策を推進するために必要な安定的財源を確保する必要があり、対外約束をする際に、前提となった対策施策のなかに、地球温暖化対策税の活用や、国の森林環境税の創設などにより、森林整備を推進すべきという趣旨が、記載されるべきである。


	


